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］ヒ杜市の新型コロナウイルス感染症対策は

市民の幸福とどのように繋がっていくのだろうか？
飛矢崎　雅也

2020年6月2日、北杜市は、新型コロナウイルス感染

症対策の「支えあい北杜！　心がつながる応援プロジェ

クト」の第2弾として、市民に一律5万円の商品券と3

万円の現金を給付するなどの施策を発表しました。（新聞

記事参照）

報道によれば、今後商品券を利用できる店舗を募り、8

月をめどに配布を始め、現金3万円は9月以降に給付する

予定ということです。

その他、「お出かけキャンペーン」として市民バスを

3カ月無料にする。18歳未満の子どもを持つ親を支援する

「お父さん、お母さん応援給付金」として1世帯に5千円。

保育園に入国していない子どもがいればさらに「おうち

で保育応援給付金」5千円をそれぞれ給付する、といった

ことも発表されました。

そのために市は、6月9日に開会する6月定例市議会で、

補正予算案に49億15万円を計上し、財源として市の基金

を約40億円切り崩すということでした。

この発表についてわたしはやや唐突な感じを覚えまし

た。それは、発表された施策がこれまでの市政が推進し

てきた路線と正反対の内容だったからです。

1基本的な疑問

支援策の発表と同日、北杜市は先月10日に逝去した故“

白倉政司前市長に「名誉市民」の称号を贈る方針を固め

たと発表しました。白倉氏は2004年に誕生した北杜市の

初代市長であり、3期12年市長を務めま－した。緊縮財政路

線を敷き、聖域なき住民サービスの見直しによって、誕

生時にあった市の借金1000億円余を減らすことに努めま

した。

この白倉氏が市長を引退するときに行われた選挙で市

政の継続を訴えて　4年前当選したのが、渡辺英子現市長

です。実際、渡辺市長は白倉氏の緊縮財政路線を継承し、

諸々の行政サービス“機能の統合、再編を進めてきました。

その結果、借金は約560億円まで削減され、一般の預金

に当たる基金のうち使途が定められていない財政調整基

金は47億円にまで積み上げられました。

今回切り崩そうとするまちづくり振興基金、財政調整基

金は、緊縮財政の下でそれぞれ積み立てられたものです。
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その基金を切り崩して行われる今回の施策はこれまで

の緊縮財政路線と矛盾しており、これを議会に提出する

ならば、市はこれまでの路線との整合性を市民に説明し

なければなりません。

またもしこれを新型コロナウイルス感染症拡大という

未曽有の事態を受けた措置だと主張するならば、それは

市政の路線転換ともいえるような政策ですから、執行部

はそれについて市民に説明し、新型コロナウイルス感染

症の拡大を受けた新しい路線、つまりビジョンを市民に

赤さなければなりません。それがなければ、今回の支援

策はビジョンを欠いた「バラマキ」という評価を免れる

訳にはいかないでしょう。

そもそもこれだけの規模の財政出動を行うならば、そ

れは市のビジョンとの関係において策定される必要があ

ります。北杜市の令和2年度の予算（歳出合計）は292

億6，388万円ですから、今回の補正予算額はその約6分の

1という巨額の規模となります。これは今年度の市の教育

予算を15億円近くも上回る額です。

「コロナ後」の市民の生活を見据えた時、それは本当に

効果的な支援策なのか？今回の支援策が「コロナ後」の

市民の福祉にどのようにつながっていくのか？そうした

検証を欠いたままの目先のことに囚われたものであって

は、市民に対して無責任でしょう。

2わたしの提言

新型コロナウイルス感染症の拡大を受けた生活変革は

始まったばかりです。新型コロナウイルス感染症は終息

していないどころか今後もそれに付き合っていかなけれ

ばなりません。そのことを考えれば、「コロナ後」を見据

えた支援策を市は講じていく必要があります。

そのためにまず取り組むべきはPCR検査などの医療体

制の整備です。現在、北杜市ではPCR検査体制が確立し

ていません。今後も続く新型コロナウイルス感染症との

関わりを考えれば、市民の不安を和らげる自前の医療体

制の整備は必須です。さらにそれに関わる医療支援も必

要です。

ところが、「市内の経済は非常に厳しい状況にある。思い

切った対策を実行する必要がある」（「山梨日日新聞」2020

年6月3日）という市長の言葉にある通り、今度の支援は

経済偏重でその主目的は事業者支援となっています。

しかしそのような内容の支援策は国からすでに出され

ており、むしろ市は現場の実情に即したきめの細かい支

援を行っていくべきです。

たとえばわたしの子どもが通っている放課後児童クラ

ブでは、新型コロナウイルス感染症の拡大が始まってか

らマスクは100枚しか配られていないということでした。

そのため、職員は止むを得ず自分で買うなり、作るなり

したマスクを着用して働いています。「せめて1日1人1

枚分のマスクは支給して欲しい。」という切実な声を聞き

ました。

また保育園で働く保育士にもマスクの支給はなく、保

育士は自腹で買うか作るかしてマスクを着用しています。
一斉休校期間中も保育園は開いていましたし、放課後児

童クラブは朝から児童を受け入れていて、両施設の先生

方とも必死で子どもたちを引き受けていました。このよ

うな現場の実態に即した支援を漏れなく行っていくこと

は、市の役割ではないでしょうか？

保育所、放課後児童クラブなどへのマスクやその他の

感染防護用品に対する財政支援の必要性については、3

月20日のブログで既に提言させていただきました。しか

し市は動いていません。

また聞くところによると、臨時休校や自粛要請の影響

で、福祉事業所の利用者は激減して、ある事業所などは

3月、4月は通常の半分以下の収入で職員の給料が追い付

いていないと言います。医療、介護、福祉施設への財政

支援を強化する必要があります。

山梨日日新聞が県内の公立病院に昨年と今年4月の医

業収益を聞いたところ、北杜市の塩川病院と甲陽病院は、

前年同月比でそれぞれ1200万円（7．4％）、2000万円

（12．3％）の減となっていました（「山梨日日新聞」2020

年6月13　日）。新型コロナウイルスの感染予防のための

受診控えや感染者用の病床確保に伴う入院制限などが影

響したと見られ、病院側は財政支援を求めています。

同じく、新型コロナウイルス感染症の拡大は、県内の

民間病院の経営も圧迫しています。県内37の病院でつく

る県民間病院協会の高原仁会長は、患者が受診控えをし

ていることなどを挙げ「どの民間病院も4月以降は赤字

になっているだろう」と話しています。

高原会長は「公的病院と異なり、民間病院は赤字を補

填してもらえるわけではない」と指摘し、感染者を受け

入れている民間病院に対しては「損失を十分にカバーす

るシステムがつくられなければならない」と訴えています。

また感染第2波への懸念も高い中で、入院患者受け入

れのために各病院で抗原検査を可能にするよう求めまし

た（「山梨日日新聞」2020年6月13日）。
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教育現場、医療現場、福祉現場といった場所の被害は

数字に表れません。したがって被害を受けたままである

恐れが高いため、市はきちんとした実態調査を行うべき

であり、そうした丁寧な手続きの上に支援策は定められ

なければならないと思います。

その他にも、経済的に大きな影響を受けている中小事

業者や生活困窮者等の支援に関する事業を継続的に行う

ための基金を新たに設置することについても、検討する

必要があります。

また財源についても、基金を切り崩さないお金の捻出

の仕方も探ってみるべきです。

そもそも時間と手間と費用をかけて徴収した税金を再

び市民に戻すというのは二重の手間“暇“費用をかけた

行為です。そうするくらいなら、今年度の税金を徴収し

ないで、それで穴が開く分については基金で補填したほ

うがまだましでしょう。

わたしはお金を使ってほならないと考えていません。

むしろ使わなければならないところには積極的に使うべ

きだと考えています。しかしそれは、使って終わりとい

う使い方ではなく、北杜市と市民への投資とならなくて

はいけません。

その一例として小規模校“少人数学級の実現を挙げる

ことができます。今年の1月から2月にかけて、市は学校

の適正規模等に係る地域説明会を開きました。

「学校の適正規模をどのようにしたらよいか？」という

そこで～の議論は、新型コロナウイルス感染症の拡大を受

けた現在、喫緊の課題です。3　密の点から教室の人数を

減らす工夫が求められ、県内の高校でも分散登校などの

措置が取られました。

こうした「コロナ後」を睨めば、小規模校“少人数学

級の実現は現実的な必要事項であり、そのためには教員

を加配しなければなりません。その実現のためには多額

の財政措置が必要であり、これまでそれは財政上困難で

あるとされてきました。しかし今回の件で、そのための

お金はあるということははっきりした訳です。

この実現やICT機器の整備“活用によって、新型コロ

ナウイルス感染症の拡大に対する子育て世代の不安が除

かれ、併せて教育の魅力化が図られれば、子どもたちを

伴ったUIターンや教育移住も増えることでしょう。

このように、新型コロナウイルス感染症の拡大を受け

た支援策は継続性とまちの持続性の視点から策定される

必要があり、さらにそれは市のビジョンとの関係におい

て評価されなければなりません。

今回の支援策が「コロナ後」の北杜市民の幸福にどの

ようにつながっていくのか？

市と議会には丁寧な議論を望みたいと思います。

ひやぎき雅也のブログhttpsi／／amebro．jp／hiyazaki／より

※この文章がブログに書かれた後、提出された給付案は3万

円に減額されて、北杜市議会6月定例会で可決されました。

わたしはなぜ○○を

応援するのかという問い

ほそ力ヽわ　ひでお

11月の北杜市長”市議選を控えて、

立候補の動きに関心が高まっています。

どこのだれが立候補するの？　どこのだれを応援すれば

いいの？　こんな声が地域のここそこで聞かれます。

昨年4月の県議選の後の6月30日に、新生「ひやぎき雅

也を応援する会」は第1回総会を開催しました。

そこでは、「本会は、飛矢崎雅也氏の政治理念に賛同して

その政治活動を支援し、会員相互の親睦を深めるとともに、

地域社会の発展を図ることを目的とする」という本会規約

を承認していただきました。

その際、政治活動とは、選挙連動を含む、市民政治活動

全般を指すという解釈を行いましたが、これは、総会にお

ける選挙への期待を反映したものでした。

その後、「ひやぎき通信」を3号まで発行し、いくつかの

映画会や学習会、焚火カフェなど、多くのイベントを同時

並行的に開催し、この　6　月下旬には入会リーフレットも配

布させていただきました。

こうした活動は、すべて「ひやぎき雅也の政治活動」を

支援するものですが、ここで改めて、「政治＝選挙ではない」

という本来の出発点について考える必要があると思ってい

ます。

なぜなら、いわゆる選挙は、最終的には、選挙立候補者

個人○○の判断によるものだからです。

たとえば、選挙のための票読み、票集め、票の取りまと

め等は、選挙対策本部が行うものであり、その選挙対策本

部の設置およびその決定あるいは招集は、選挙立候補者個

人が行うことになるからです。

公職選挙法によれば、政治団体である後援会は、政治家

個人の政治活動を支援する後援会活動を行うのであって、

選挙立候補者のための選挙運動を行うのは、選挙告示後の

立候補者本人が招集する「選挙対策本部」になります。

考えてみると、選挙というのは、受験に似ていると思い

ます。本来の学校は、子ども一人ひとりが人間としてよく

生きることをめざしているはずで、教育はそのためにある

はずなのですが、いつのまにか多くの学校は受験のための

訓練機関になってしまいました。たとえば、学校管理職は

有名校への進学数（得票数）ばかりを気にし、担任は偏差

値による割り付け（票読み）をし、そして、保護者は受験

に合格（当選）することだけを願います。

もし教育が人間としてよく生きるとは何かという環境を

つくることだとすれば、どんな学校を受験するかを決定す

るのは、本来、子ども自身なのです。受験は、子どもの人

間的成長における一つのプロセスにすぎません。今こそ、

学校とは何か、教育とは何かについて、わたしたち大人が

考えなければならないのではないでしょうか。

わたしたちが今、すべきことは、何でしょうか。

00の政治活動とは何か、○○はこの社会の改善と活性化

のために何をしようとしているのか、その00の活動をどの

ように支援することができるのか、そもそも、なぜ00をわ

たしは支援するのか、ここに政治団体としての後援会メンバー
一人ひとりの意識のすべてがあると思わざるを得ません。

11月の北杜市長“市議選を控えて、わたしたちはなぜ○

○を支援するのかともうー度自らに問うこと、これが本会

の活動の原点を振り返ることの意味であると考えます。

（ひやぎき雅也を応援する会　会長）



●毎月第1月曜日（8月　3日）18：00－20：00　甲府善光寺山門横LePassage

●毎月第1木曜日（8月　6日・9月　3日・10月1日）10：00－12：00　須玉ふれあい館

●毎月第3木曜日（8月20日・9月17日・10月15日）10：00－12：00　大泉総合会館

●毎月第4木曜日（8月27日・9月24日・10月22日）10：00－12：00　白州総合会館

●毎月第4土曜日（8月22日・9月26日・10月24日）14：00－16：00　大泉総合会館
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i �葵1 � � �＋1 � �一ウ阜 � � �巨石dJLノ　　　　　　　　　岬嬰ノブ白書田でエ1冨／Le 

●毎月第2木曜日（8月13日・9月10日・10月　8日）10：00－12：00

●毎月第4金曜日（8月28日・9月25日・10月23日）14：00－16：00

ひやぎき軸の新鵬諒塵瞭書籍露の謹書横；
新、現問わず、政治家として歩む者どうし、学び合い、成長するための
学校として始め、政治が持つ独特の論理を考えていきます。

●参加費3，000円　●8月26日・9月11日・9月30日

●19：00－21：00　●長坂農本寸環境改善センター

●講座内容等のお問い合わせは、maSayan2010＠gmail，COmまたは080－5408－4999（ひやぎき）まで

長坂農村環境改善センター

甲斐駒センターせせらぎ
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「市民政治塾やまなし」の受講生より推薦文「私たち市民有権者はしっかりと政治を理解している方々を選びたいのです。今以上に議員や行政の

とんでもない発言や、政策に振り回されたくないのです。是非、真剣に政治を考えている志の高い方は受講をしてください。」

・‾二二∴÷ ：∴∴一 �蘭珪 � � � � �最重量量〃器臆面pHSl皿 �（ 

8　　　ひや； ��l“ l“ ��表土′ �00 ��華案書聖題 � � � ��長音臆 
＿＿＿　＿＿＿＿、＿Ygl � � � � � �－ �竺手書「案題／ ��三三三＿「 ��＿二日目＿「ll‾「「臆、 � 

臆みんなの焚火カフェ8月23日（目）11：30～14：30　場所　Ziccade cafe

臆映画「みんなの学校」上映会＋トーク・セッション　9月20日（目）須玉ふれあい館

「どうすれば『みんなの学校』は可能か」子どもの未来・教育の未来　第3回企画　主催：言語文化教育研究所（予定）

臆池上洋選民を囲む地方財政勉強会10月25日（日）14：00～17：00　生涯学習センターこぶちぎわ
l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　H 
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晶珊…罷匿霊園田圃浬芸道巌昼縫直 � 

選挙が近づくと決まって「選ぶ候補者がいない、選ぶ政党がない」といった声が聞かれます。同感ですが、 
一方でそう言う人は選挙を、というより政治を何か他人事のようにとらえてはいないでしょうか？ 

政治は既に用意された棚から好きな品物を選ぶ購買行動とは違います。政治とは、わたしたちが 

主権者としてみずからの選択肢をつくる〈活動〉です。観客として政治を語り、「いい候補者がいない、 

これだから政治家は信用できない」と言って、評論しているだけでは、現実の政治は決して変わり 

ません。そうして自分事として政治に関与しないでいると、結局のところ政治は一部の利害関係者 

と職業政治家の好き勝手にされてしまい、望んでもいない政策を実行されてしまいかねないのです。 

I，わたし〟が動くことによって、政治は動く。〟わたし〝が変われば政治は変わる。政治の主役は、〟あなた〟です。 

9　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1 

編集後記
学びは本来非常に個性的で多様なはず、そして教育とは、その個性的で多様な学びを支え補強するもの、
学校教膏が子供達の生き方を規姦するものでは無く、個々にある生きる力、希望を支え補強するものであっ
て欲しいと思います。
ご家庭に学生さんがいらっしゃったら、ぜひ、何を学びたいか？　どうして学びたいのか？　そして、多く

の別に何も学びたくない、何のために学ぶかなんて考えたことない、そういう彼らに耳を傾けてみてはいか
がだろうか。（M）
「ひやぎき通信」N0－3　を読まれた読者から「紙面がカラフルなのはいいけれども、カラフル過ぎて却って

読み幸い。できれば、白黒を基調にして作成していただけたら有難い。」というお声をいただきました。今号は、
ややおとなしめのレイアウトといたしました。これについても、とうぞご蔑見ください。

諾叢竃蒜蒜宣誓雷輩嵩岩間 


